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静岡県立大学 中村順行

日本茶輸出額(農水省)

６０→１５０億円へ!!
日本茶輸出額(農水省)

６０→１５０億円へ!!

世界に広まる日本茶

茶学入門(平27.1.15)

世界における茶の生産の現状

世界的には、茶の生産量は緑茶に関心が
高まり、毎年10万t程度づつ増加している。

インド

ケニア

スリランカ

茶業の好況を受け、コスト低減のため
手摘みから機械摘採が急速に進展
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世界の茶の生産量と緑茶の推移

緑
茶
の
比
率

茶
生
産
量

緑茶は機能性の高まりから
増加している

他国産 日本茶風 緑茶も横行
各種H.Pより引用
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数量

63.9億円

2,848トン

日本茶（緑茶）の輸出の推移

輸
出
数
量

輸
出
額

日本茶(緑茶)の輸出の推移

ドイツ 140トン
7.7億円

アメリカ 1406トン
30.1億円

カナダ 188トン
3.1億円

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 205トン
6.1億円

台湾 365トン
4.2億円

日本茶（緑茶）の主な輸出先(H25年度)

全体 1位 2位 3位
H20 1,701 アメリカ 776 カナダ 162 ドイツ 124
H21 1,958 アメリカ 1,063 カナダ 149 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 131
H22 2,232 アメリカ 1,136 カナダ 172 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 169
H23 2,387 アメリカ 1,228 カナダ 198 台 湾 171
H24 2,351 アメリカ 1,127 台 湾 262 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 257
H25 2,848 アメリカ 1,406 台 湾 365 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 205

近年の緑茶の輸出状況 (単位:ﾄﾝ)

タイ 131トン
2.1億円

香港 78トン
2.1億円

マレーシア 78トン
1.3億円

フランス 56トン
1.5億円

オランダ 29トン
1億円

日本茶の主な輸出先(平成25年度)
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*健康ブームで緑茶が人気に

*1991年に静岡市内で国
際茶研究シンポジウム
を開催し、以後、現在
に至るまで継続して国
内外で緑茶の効能をPR
してきた。

日本では：日本茶＝緑茶

世界では：緑茶＝中国茶
（中国本土では烏龍茶=日本茶）

*がん予防

*血中コレステロールの低下

*体脂肪低下作用

*抗酸化作用

*虫歯予防

*抗菌作用

*血圧上昇抑制作用

*血糖上昇抑制作用

*消臭作用

*

*「一碗からピースフルネスを」をテーマに15世千宗室

（鵬雲斎玄室大宗匠）が平和の尊さを茶道の精神をもっ
て訴える活動をハワイを皮切りに世界中で行い、茶道は
日本文化を代表するものになった。

*
*

*がんに効くらしい。

*歴史ある優れた、茶文化を持っている。

*本当に緑色の緑茶。

*苦くて渋い。

*農薬に汚染されている。

*放射能に汚染されている。

スタバの傘下に入った量販型茶専門店 と サンフランシスコの高級茶専門店
抹茶はさすがに量り売りできないので、チャック付の袋入りで販売
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ファーマーズ・マーケットのジューススタンド 抹茶は完全に定着してい
る。

*

*

日本をイメージしてい
る商品は多いが、残
念ながら日本産の茶
は売られていない。

*

世界における主要国の輸出の推移

スタバのお茶専門店
TEABANAを全米で
1000店舗を目標

コーヒーのスタバも緑茶に参入

全米から世界中に緑茶が
広まるが、ロットが大き
く日本茶で対応可能か？

スタバH.Pより引用
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オーストラリアの茶店

ハワイの日本茶販売店舗

海外では緑茶が好況

伊藤園「お～いお茶HPより引用」

各種H.Pより引用

他国産 日本茶風 緑茶も横行
各種H.Pより引用

*明治の末に清水港開
港により、静岡が茶
の集散地となる

*植民地を持たないアメリカ向
け茶産地として静岡県の牧の
原台地が開拓され戦争で疲弊
していた中国に代わって、日
本が茶産地として発展した。

*輸出向けの茶は神戸･横浜
で、中国人の指導により中国
緑茶のコピー商品として再製
された後に輸出された。

静岡茶は輸出により飛躍的に茶業が活性化

28

輸出により紅茶生産開始
明治初期の茶の種類別輸出量（ｔ）

年次 緑茶 紅茶 磚茶
明治1～ 5年 7,122
　　　6～10年 11,273
    11～15年 16,410
　　16～20年 18,644 27 14
　　21～25年 21,395 45 12
　　26～30年 21,181 35 55
　　31～35年 18,651 512 337
　　36～38年 15,577 251 151

大蔵省外国貿易年表

日本における茶の生産と輸出入の推
移
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外需による茶業発展期

内需による煎茶の全
国への普及期

多様化への対応期
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粉末茶の流通量と新粉末緑茶の他用途利用

日本茶インストラクター 桑原秀樹氏の発表より作図一部追加

参考資料

高温加湿熱風
による殺青技術

熱効率を高めた

簡易で高品質なてん茶、
CTC緑茶の製造技術

冷風萎凋による新香味緑茶製造技術

海外ニーズに対応できる
多様な茶加工体系の実証

新型揺青機

炒り葉機

香りの高い釜炒り茶
の製造技術

高品質釜炒り茶

炒蒸機

ネット乾燥機

低温萎凋機

栽培と加工技術を組み合わせた輸出対応型生産体系の実証

日本茶輸出額
50.5億円

病害虫複合抵抗性品種
「みなみさやか」

サイクロン式防除機

輸出対応型
大規模栽培体系の確立

病害虫に強く、香り
が強い品種の活用
病害虫に強く、香り
が強い品種の活用

紅茶・半発酵茶用品種
「べにふうき」

輸出対応型
栽培体系の実証

販売戦略
（マーケティングプロジェクトと連携）

日本茶輸出額
１５０億円に！

発酵の程度による分類

後発酵

形状による分
類

扁平形ーー龍井、旗
槍

針型ーーー玉露

螺型ーーー碧螺春、

盾型ーーー屯緑、茗
眉

蘭花型ーー蘭花茶

雀舌型ーー雀舌茶

珠型ーーー珠茶

片型ーーー六安瓜片

曲型ーーー天柱弦月

菊花型ーー緑牡丹

単芽型ーー白豪銀針

殺青による分
類

蒸熱ーーー日本茶

湯熱ーーー低カフェイン
茶

炒青型ーー龍井茶

半焙炒型ー碧螺春、

焙青型ーー毛峰

その他の分類

品種ーーーーー

製造法ーーーー

素材の部位ーー

摘採時期ーーー

二次加工ーーー

着香ーーーーー

緑茶

白茶
黄茶

青茶

紅茶

煎茶、

龍井茶

白牡丹

０％

４０％

６０％

８０％

１
０％

１０
０％

包種茶

東方美人

紅茶

安渓鉄観音

凍頂烏龍

武夷岩茶

黒茶

様々なお茶が歴史や文化、食生活の中で生み出され
た

お茶によって飲み方も異な
る

世界の茶のなかでの日本茶の特質は!!

・浸出液が緑色でること
・浸出液中に成分が溶出しやすいこと

・旨味のアミノ酸含量が高く、カテキン類の濃度が低
いこと
・針状のお茶であること
・ビタミンCを多く含むこと
・文化性が高いこと

輸出上の課題

１．輸出国のニーズ

２．輸出対象国の残留農薬規制

３．植物検疫 など

日本茶の輸出の推移

海外輸出上の主要課題
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一番茶での残留農薬値の分析例 EU残留基準値を適用した場合の超過試料率

台湾残留基準値を適用した場合の超過試料率 不適格検体数の多い薬剤の一例

残留農薬基準を満たすための方策

基準を満たすための方策

１．生物学的防除法

２．物理学的防除法

３．基準値を満たす化学的防除法

その他情報
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低カフェイン茶製造法

熱湯浸漬法
熱水シャワー方

式

茶生葉をステンレス製のネット上
にのせ送帯式蒸機と同様に移動さ
せ、蒸気の代わりに熱水をシャ
ワーする方法

利点

・熱水シャワーの温度、
熱水

量が制御しやすく安定
的

・熱水を濾過循環するた
め
に汚れにくい

課題

効率・安定
化

1990年代に開発
山本(前田)らにより2000年代に開
発

残留農薬

薬剤名 型 使用
濃度

使用量
L

収穫前
日数

散布日 収穫日

スプラサイド 乳剤 1000 200 14 9月13日 9月30日

ハチハチ 乳剤 1000 200 14 9月13日 9月30日

カスケード 乳剤 4000 200 7 9月20日 9月30日

アクテリック 乳剤 1000 200 7 9月20日 9月30日

オンリーワン フロアブル 2000 200 7 9月20日 9月30日

コテツ フロアブル 2000 200 7 9月20日 9月30日

フェニックス フロアブル 2000 200 7 9月20日 9月30日

供試薬剤と散布実績

日本 EU US 台湾 EU　 US 台湾　
スプラサイド Methiathion 1 0.1 0.5 1 0.03 0 1 0

ﾓｽﾋﾟﾗﾝ Acetamiprid 30 0.05 50 2 14 0.44 7 0 0

ｺﾃﾂ Chlorfenepyr 40 50 0.01 2 87 2 0 73 0

ｻﾑｺﾙ chlorantraniliprole 50 0.02 50 2 7 0.22 7 0 0

ﾀﾞﾝﾄﾂ Clothianidin 50 0.7 70 5 30 0.85 3 0 0

ｱｸﾞﾛｽﾘﾝ Cypermethrin 20 0.5 2 9 0.26 0 9 0

ｽｺｱ Difenoconazol 10 0.05 5 10 0.2 5 0 10

ｽﾀｰｸﾙ Dinotefuran 25 0.01 50 10 20 2.1 12 0 0

ｲﾝﾀﾞｰ Fenbuconazol 10 0.05 5 18 0.51 11 18 0

ｳﾗﾗ Flonicamide 40 0.05 5 8 0.42 8 8 0

ﾌｪﾆｯｸｽ Flubendiamide 40 0.02 13 2.6 7 13 13

ｶｽｹｰﾄﾞ Flufenoxuron 15 15 15 32 0.92 0 32 0

ﾏｯﾁ Lufenuron 10 0.02 5 23 0.71 18 23 0

ﾌｧﾙｺﾝ Methoxyfenozide 20 0.05 10 15 0.29 9 15 0

ｱｸﾃﾘｯｸ Pirimiphos-methyl 10 0.05 0.05 14 0.11 6 14 6

ｵﾝﾘｰﾜﾝ Tebuconazole 50 0.05 10 38 1.1 30 38 0

ﾊﾞﾘｱｰﾄﾞ Thiacloprid 30 10 24 1.4 0 24 24

ｱｸﾀﾗ Thiamethoxam 20 20 20 1 10 0.33 0 0 0

ﾊﾁﾊﾁ Tolfenpyrad 20 0.01 30 10 20 0.5 19 0 0

　　国内生産茶(150サンプル)における不適格検体数の多い薬剤

基準値、許容値 農薬残
留検体

最大値
不適格検体数

成分名商品名

供試品種
やぶきた

樹齢
約35年生

畝巾
１．８m

散布方法
手掛け噴霧器

残留農薬

試験区

対照：摘採後の茶葉

水洗：摘採後の茶葉を水道水で洗浄処理

蒸熱80秒：送帯式蒸機による普通蒸し

熱水シャワー80秒：熱水温度95℃、80秒

商品名 薬剤名(一般名)
対照
(ppm)

(%) 水洗(%)
蒸熱80秒

(%)

熱水シャ
ワー80秒

(%)

コテツ クロルフェナピル 0.95 100 86 98 84
オンリーワン テプコナゾール 2.00 100 75 85 46
ハチハチ トルフェンピラド 5.30 100 75 83 64
アクテリック ピリミホスメチル 0.30 100 87 93 80
カスケード フルフェノクスロン 0.32 100 66 63 63
フェニックス※ フルベンジアミド 4.10 100 51 98 54
スプラサイド メチダチオン 0.67 100 75 94 34

分析条件
株式会社エコプロ・リサーチ
QuEChERS法（Quick、Easy、Cheap、

Effective、Rugged、Safeの頭文字を
とって名付けられた）.簡単で使いやす
い分散型固相抽出（d-SPE）による試料
前処理法

※フェニックスはGC、他はLCにより
分析

試験期間中の降水量：9月18日ｰ5.0mm、24日ｰ17.5mm、25日ｰ81.0mm

残留農薬
分析法として

全量抽出法と熱水浸出液抽出法が議論に上っている


